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☆ おおさわ学園サポート隊特集！！ ☆ 

日頃より、おおさわ学園サポート隊活動にご理解・ご協力いただきありがとうございます。今

回は、今までのサポートにご参加くださった保護者・地域の方や、先生方からの声を特集でお届

けします。 

 

コミュニティ・スクールだより 

学園と保護者と地域の連携を深めるために 

おおさわ学園 

コミュニティ・スクール委員会 

会長 菊地 陽子 

 

 

サポートへのご協力 

ありがとうございます！ 
★算数サポートでは、子どもたちのペースに合

わせて個別に対応ができ、大変助かっています。 

★中学放課後学習に参加している生徒は、年齢の近い 

学生さんだと聞きやすく、一対一に近い指導人数で 

行っているため、学習効果は上がっています。 

★小学校の野川や施設見学などの 

校外活動では、安全管理に多くの方のサポートがあり、 

安心して活動できました。 

★中学部活動見守りサポートでは、教員がつけない時間についていた

だいていますので、安全上の心配が減っています。生徒に対しても、大

人の目がありますので、無茶なことはしないので、安全上、大変有効だ

と思います。また、活動時間を生徒に保証できるので生徒も意欲的に

部活動に参加しています。 

★小学校のミシンサポートでは、いつも担任がミシンの修理に

手間取ってしまうので大変助かりました。経験豊かな保護者の

みなさんから教えていただいて子ども達も喜んでいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校公開などよりも、授業や行事などで、クラス

の様子や他学年との関係など、普段の子どもたちの

様子がとてもよくわかるいい機会だと思います。 

たくさんの子どもたちと顔見知りに

なることで、声かけや挨拶をしてく

れる子どもが増えてうれしいです。 

魚とり見守りサポートでは、

一度も野川に入ったことが無

かったので、実際に子どもた

ちが魚を捕まえる姿を見て、

なんて恵まれた環境なんだと

驚きました。他の学区の人に

自慢しています。 

 

 

 

算数サポートでは、子どもの

「わかった!」「できるようにな

った!」という笑顔に接して、う

れしくなりました。 

部活動見守りサポ

ートでは、生徒たち

の真剣な姿を見るこ

とができて良かった

です。 

読み聞かせのサポートでは、お話を

聞く姿勢に子供たちの成長を感じま

す。 

 

 

 

サポートに参加して 

サポートの様子 野川魚とり 

消防団のお話 

お団子を作ろう 

ミシンサポート 

部活動見守り 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ サポート隊登録のお願い ☆ 

おおさわ学園コミュニティ・スクール委員会では、サポート隊メンバーを随時募集しています。 

学園の児童・生徒に、たくさんの「できる喜び」や、「学ぶ楽しさ」を知ってもらうため、先

生から依頼された授業などに入り、先生の指導の下、そのお手伝いをしていただける方を募集し

ています。登録については、各校副校長までお問い合わせください。 

読み聞かせのサポートは

人数が少ないと思うの

で、保護者会などで前も

って連絡しておくとよい

のでは？ 

もう少し早い時期にサポ

ートの予定がわかると、自

分の予定も立てやすいの

で助かります。 

部活動見守りでは、天候が急

変した場合や、地震時の対策な

ど、先生に引き渡すまでの対応

マニュアルがあるといいです。 

中学校の放課後学習教室では、どの

生徒も開催中、自由に出入りをできる

ようにしたら、部活動がある生徒など

にもより幅広く学習支援できるので

は？⇒このご意見については↓ 

生徒の支援の必要性を考え、火曜日につ

いては、ご意見の通りに実施しています。 

入っていただくサポートによっては、どういう活動をしても

らうのかをはっきりさせ、あらかじめ明確に伝えることがで

きるように対応していければと思います。 

 

メールによるサポートのお知らせをさらに充

実させ、一人でも多くの方にサポート登録して

いただける様、工夫していきたいと思います。 

こんなご意見・ご要望も 

これからは・・・ 

サポート内容の指示があ

る場合はやりやすいが、な

い場合の対応が分かりづ

らいことがあります。 



☆ 「地域の皆様とのお話とふれあいの会」報告 ☆ 

平成 25年 7月 24日(水)に、おおさわ学園三鷹市立羽沢小学校において、地域部会主催の「地

域の皆様とのお話とふれあいの会」を開催しました。地域からは 34 名、おおさわ学園各校教員

22名、CS委員12名とたくさんの方に参加していただき、以下のテーマについて話し合いました。 

【マナー】 

・学区域で交通ルールをしっかり守らないと危険な箇所があるので、それを子どもたちに、どのよう

に周知できるのか、また危機意識を高められるかが、課題だと思う。 

・大人が率先してマナーを守り、見本となる行動をすることが大切。そのために自分たちが何をすれ

ばいいのかを考えていきましょう。 

【防災・防犯】 

・成長段階に応じた防災・防犯意識を身に付けさせる必要があると思います。 

【サポート】 

・サポートが浸透してはきているが、先生方とサポート参加の方との連携が大事になってきた。何を

サポートするのか、どうサポートするのかなどの事前確認を丁寧に行う必要があります。 

など、他にもたくさんのご意見をいただきました。これを踏まえて、CS委員会としてどのよう

なお手伝いができるか、検討し活動していきたいと思います。 

☆ CS古本市を開催しました ☆ 

11 月 3 日の大沢の里秋祭りに、ＣＳ古本市を出店しました。 

「おこづかいで、この絵本買います。ハイ１０えん。」そん

な小さな女の子もいれば、「この本、本屋で買おうと思ってい

たのに、３００円。ラッキー！」の掘り出し物を見つける方

や、「おおさわ学園司書さんのおすすめ本」のポップつき文庫

本の前に集まる男子中学生の姿もありました。 

子ども向けから絵本、一般書、図鑑、計算ドリル…古本市

に並べた本は、今年度に地域、保護者のみなさんから CS古本

リサイクル活動へいただいたものです。出店の前に三校

の司書さんに美品を学校図書館、学級図書用に 70 冊近

く確保していただきましたが、それでもなお余りある品

揃えでした。 

このお祭りへのＣＳ古本市は３回目になりました。活

動の趣旨を応援して本を寄付頂いた皆様、新米の出店を

応援してくださる地域の皆様、重い本の運搬、販売、宣

伝に協力してくれた七中生ボランティアのみなさん、あ

りがとうございました！当日の売り上げは、￥5,420。

残った本を古書店で買い取ってもらい、今年度の三校図書館への寄贈本代は合計￥12,740 にな

りました。今年もおおさわ学園の子ども達に素敵な本を届けます！ 

☆ CS古本リサイクル ☆ 

おおさわ学園コミュニティ・スクール委員会では『古本リサイクル活動』を

年間を通して行っています。ご家庭でご不用になった本をお寄せ下さい。 

【持ち込み場所】大沢台小、羽沢小、第七中 各校の学校図書館 

【古本回収日】図書館地域開放日(原則 土曜日 9:00～12:00 都合で変更

になる場合があります。コミュニティ紙【おおさわ】でご確認ください) 

 ・ 次回のコミュニティ･スクール委員会    12 月 19 日(木)17：00 ～ 七中 

伊東 敏子 

守本 利加 


